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  1 緒     言
 血清療法の未だ獲見せ られない往時に於 では「ヂフテリア」は猛威を逞 し くして,数 多可憐な
幼児の生命を奪 ひ,小 児傳染病中最 も恐 る可 き疾患の一つに数へられたが,1884年L6Mer氏
により「ヂフテ リア」菌が獲見せ られ,次 いで1890年Behring u. Kitasato爾 氏に依 りて∬且清
療法の劃期的大護見が爲 されて以來,「 ヂフテリア」に依 る死亡率は漸次減少の道を辿 り,此 の
特種療法 は各方面か ら注目せらる、に至つた.
 從 つて本法 に動 する研究熟は益ヒ盛んとな り,臨床的方面のみならす,實 験的 方面に於て も本
療法 は他働冤疫研究の劉象 として幾多の先人に依 り研究の矛が向けられ,從 つて其の業績は非
常に多いが,然 し爾今日に於 て も之れに封する興味は失はれす,「 ヂフテ リア」他働冤疫 に關す
る研究業績は陸績 として爽表せ られてゐ翻 犬態である・今之等 に就いて詳述するのは予の目的
でないが,そ の中主なるもの2,3を 記述すると,1911年Morgenroth u. Levyは 「ヂフテ リ
ア・アンチ トキシン」の吸牧に就 ての實験を商猿を用ひて行ひ,静 脈,皮 下,筋 肉内に 「ヂフテ
リア」血清を注射 して,各 の揚合に於ける吸牧歌態を比較研究 してゐる・1922-1923年 に於て
Glenny, Hopkins, Barkaraの3氏 は 「ヂフテ リア」の他働冤疫の存績期間に就 て家兎の静脈内
及皮下に血清を注射 して,血 中より滑失する歌態を比較 し,併 せて同種血清を注射 したる揚合
の存績期間にも言及 してゐる.叉1932年Weichselは 海}冥に種 々の量の 「アンチ トキシン」を
腹腔に注射 して,一 定時間後1虹中の抗毒素贋を測定し,そ の際同事に「シックテス ト」を も行つ
て雨者の關係を追求 してゐる.上 記の外に爾「ヂフテリア」他働冤疫 に關する研究は枚畢に暇な
き程 であるが,之 等 の多 くは主 として注射方法による他動冤疫の實験的研究に屡 し,余 が鼓 に
述べんとする氣道粘膜 よりの「ヂフテリア」他働冤疫に關す る報告は誠に蓼 々†こるもので数氏の
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獲表 あるに過ぎない・今 それ等の大略を記す と,1920年Besredkaは 海狸或は家兎の咽頭及氣
管に「ゾンデ」叉は注射 によりて「ヂフテ リア」血病を注入 し,注 入後直ちに張力なる毒素 を注射
して・鮒照動物は20-36時 間にて死するも,血清の注入を受 けt:動 物は之れに耐へ得た事を讃
明してゐる・1925年Barlow及 びBurnell爾 氏は「ヂフテ リア」菌の培養 より得アこ毒素 を人聞
に注射 し,之れよ り冤疫血清を作つて,「ヂフテ リア」菌を保有す る勢働者の咽喉部に噴霧 しすごる
に該部の「ヂ フテリア」菌は速 にil「i失Utこと云ふ.1929年 松 田氏は海狸 を用ひて経氣道的に 「ヂ
フテ リア」他働冤疫の成立する事 を謹明 し,而 して「ヂフテ リア」菌培養毒素を注射 したが注射
前に吸入せしむ ると十分 の数果があるも,注射後なればその致果は少ない と記載 してゐる.1934
年Silberschmidt氏 も亦松田氏 と略同様の實験 を行つてゐる,帥 ち一つの硝子箱を 「ヂ フテ リ
ア・アンチ トキシン」の噴霧で充満せ しめ,之 の中に口膣粘膜よ りの吸牧を妨げんが爲めにロに
密着する「マスク」を施 した海猿 を一定時聞放置しす二る後,之 れに種 々なる量の毒素を注射 して'
如何程の毒素に耐へ得 るか,叉 毒素注射後に も同様の慮置を施 し,之 れの及ぼす影響 をも研究
してゐる.
 以上は余が文獣 より蒐集 し得すご経氣道による「ヂフテリア」の他働冤疫に關す る實験的研究で
あるが,之 等数氏の實験 を観 るに,多 くはその方法が梢複雑であ り,又 軍に氣道粘膜のみよ り
の冤疫 方法 と考へられない揚合がある・而 して何れ も「ヂフテ リア・アンチ トキシン」の氣道粘
膜通過 を確讃す るに核心 を置いた實験的研究であつて,「 アンチ トキシン」の氣道粘膜 よりの吸
牧欺態帥ち之れが氣道粘膜を通過 して血中に移行す る時間的關係,最 高贋持績 日数,或 は 「ア
ンチ トキシン」の存績期聞等 に就ての實験は未だ見當 らない様である・
 予は最近簡箪で而 も臨床上に も行ひ易い吸入方法 を以て 「ヂフテ リア・アンチ トキシン」の氣
道粘膜 よりの吸牧歌態を明にせんが爲め,家 兎の鼻孔 より,液 罷「ヂフテ リア」血清の吸入を行
ひ,家 兎血 中の「アンチ トキシン」の潰長を経過 を追つて測定 し,更 に同血清の皮下注射 をも行
つて比較研究 した.
  II實 験 材 料 及 び 實験 方法
 1)使 用動物:「 アンチ トキシン」の吸入には艦重20009内 外の白色,牡,威 熱家 兎を用ひ・
家兎血液内の抗毒素測定には400g内 外の白色,牡,健 康海狸を使用 しす二.
 2)「 アンチ トキシン」:吸 入並に皮下注射に使用 した「アンチ トキシン」は傳染病研究所製造
による市販の液罷「ヂ フテリア」血清であ る.
 3)毒 素:抗 毒素測定に使用 した毒素 は傳染病研究所の好意 によ り分與 を受 けた もので,そ
の最小致死量は0.004ccで ある.
 4)吸 入方法:圖 の如 く,2蓮 球を蓮結 し7こ咽喉噴霧器の下端 には小量の吸入に便 なる様「ス
ピヅツグ ラス」を取付 けて之の中に1-2 ccの 液艦「ヂフテリア」血清を入れ,家 兎を北島式固
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定器に固定 してその鼻孔よ り吸入せしむ;1.Occの 吸入に要する時關は数秒である.
 5) 抗毒素測定法:i疫 家兎血液 中
の抗毒素測定法 としてはレーメ・し氏法        .  _ぐ
に樽 しナ、諮 し蔽 もその{吋性によ      魍 壌 馨
1黙繍 鰍 r.b
隷 聯 繁 騰 他騨駕 蕊
先づ鮫 前に輔 家兎の麟 。就き 警 ・》 絶
                  ・   Ri抗毒素を測定す.そ れには正常家兎の ・  、
心臓穿刺に依て得た血L清の倍数稀繹液          第  1 圖
各t1・O ccmに250倍 の毒素液1・O ccm宛 を加へt:も の1列 を作 る.封 照液は液膿「ヂフテリア」
備(抗 煮素 、E,PJIfll.i/ill)を催 ・て1・・cc中 に 鼻
11r、 品,1。 ・ 一 ・…・,1。・ 、1。靴 を
含 む様 に し・之 れに それ ぞれ250倍 の毒素液LO ccを 加 へた もの1列 を作 る.爾 列共37。Cに
2時 聞保 ち・後氷室 に1夜 薗 置 した後,1日 前豫 め背部 を抜 毛 し,鋏 にて残 饒の毛 を切 つておい
た海狽 の1側 に本 試験 を他側 に封照液 を各0」cc宛 沿毒 した1/5針 を以 て皮内 に注射 しt:.
注射後 は24時 間 毎に5月 聞 に瓦 り皮1酵反慮 を槍査 し,局 所壌死 の生す る所 を標準 に雨側 を比較
し以 て家 兎血清 中の抗毒 素債 を算出 しすこ.皮 下注 射 に於 ては家 兎血 清 中の抗毒素債 も高債 を示
す を以 て毒 素 も幾分 濃厚 な る ものを使 用 し,塁 止照 に用 ふ る抗毒素液 の濃度 も亦張 めた.
 表 には反慮 の欄 に壊死 は(+)に て示 し,(一)は 反慮 なき もの と,或 は獲赤 浸潤 を示 す もの と
を表 はす・即 ち本試験法 にては壊 死 を目標 とす る故壊死以 外 の ものは便宜上(一)と した.
 6) 冤疫 方法:家 兎を2群 に分 ち,第1群 には吸入 を,第2群 には皮下注射 を行 つた.第1
群 を更 に第1組 ・第2組 とな し,前 者には1000軍 位 の吸 入1回,後 者 には500軍 位の吸 入1回
を施行 し仁 第2群 には500軍 位(1,0cc),300軍 位(0.6 cc),30軍 位(1.O ccに 含有 せ しむ),
10輩 位(1・0 ccに 含有 せ しむ)の4種 類 の注射 を行 つた.
  III貴 験 成 績
 第1群  吸 入に よる他働冤疫
 9頭 の家 兎を第1群 とし,そ の 中5頭 の家 兎には液罷「ヂフテ リア」血清1000軍 位 〔2 O cc)1
回吸入 を行 ひ(第1組)・ 他の4頭 には500軍 位(LO cc)の1回 吸 入を施行 した(第2組).第1
組 ・第2組 共吸 入前 及び吸入終了後,3時 闇 目,6時 聞 目,10時 聞 目,24時 闇 日,2日 目,3日
口・4[口 ・511 H・611目 ・7日 口・8H目 に家 兎血 溝 中の抗毒素債 を測 定 し7こ,而 して抗毒
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素債は次の如 くにして算出 した・例へば下記第1表 に於て,封照側 にては一定稀繹毒素(第1表
にては25・ 倍)に 蒲 糊 血～青諭 軍位 ㈹ をカll・'・ t・るものより以下・壊 死を示 した るに論
側にては家 兎血清の2倍 稀繹 薯より以下を加へt:も のが壊死を生 じ7こる故,2倍 稀繹家兎血清
の1・…ccmの 購 轍 ・ 、1。勒 ・相當すと云ふ可 く,從 つて原灘 兎蜻 ・…ccm ・P・rc e・
訪 ・・一・加 ・簸 靴 含 ま傭 とな・・
 次 に其等の成績 を記す るが,先 づ第1組 の中No.53の みの實験威績 を記載すると第1表 一
第11表 となる.
                第' 1  表
      家兎N・53・2・ … 吸揃(・/IV・935年) 参 羅 難
    謹 趨 響 習 ㌦ 。、
    ) 封 毒 素 稀 緯 倍 数 250 250 250 250 250 =0.003 A. E.
   No' 20照 臆 素馳 清靴 翫 売 癒 帯 毒
   S 4009側 反  磨 一 _ 一 + +
                第   2  表
      家兎N…53・2・2・ ・ 吸入Vk 3 es PM…11V・i驚黙
    象驚1羅1賢7賢1。,
    孝冥 _                       6VO
    ) Va毒 素 稀re倍 数250250250250250 -.O.003、A. E.
   No' 21照 臆 素馳 瀞 位,1。41。51。61。,1。
   S 4509側 反  鷹 一 一 一 + +
                第   3  表
      家兎N・53   吸入後・時問目(・/IV) 発 鑛 覆
    1壷1綴 賢 賢 ㌦.、
    )  封 毒 素 稀 緯 倍 数 250 250 250 250 250 = O.006 A。 E.
   No' 22照 臆 素馳 騨 位,1。 諭,1。 諭,1。
   64209       側 反   鷹 一 一 一 + +
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            第  4  表
   家兎N・53   吸巖1・輔 目(9!IV) 礁 羅婆虐
婁 篇欝 灘 欝22077禦 ⊥。、
 俣                         500) 
¥t毒 素 稀 繹 倍Va 250250250250250 -O.008 A. E.
No' 23照 擁 素馳 瀞 位
,1。 t,。,1。 翫,1。
6440g   側 反   磨 一 一 一 + +
            第   5  表              .
  家兎N・53・9・ ・9 吸入後24時 間目(・/IV) 窄 魏 黙
蘇 郷 轟羅 ∵ 習1。,
 考冥 _                      600) 
封 毒 素 稀 繹 倍 数250250250250250 -o.。13A.E.
No. 24照 擁 素馬備 靴 右
、1。51。 諭,1。
♂410・ 側 反  巌 一.一 一++
           第  6  表
  家兎N・`3・980・ 吸入後2・ 目(11・IV)1発 糠 儘
覆 驚郷 蕪 雛 習2EO塑1.、
 づ冥                         500) 封 毒 素 稀1繹 倍 数250250250250250 
-0.016A.E.
No'25照 購 素馳 瀞 位
,1。 諭 右 翫,1。
6 4509側 反  鷹 _ _ + + +   .
           第 ・7  表
  家兎N・ ・53198・・  吸入後・日目(12/・V) 審 魏 黙
1驚1諜 雛雛 習 習 或。、) US毒 素 稀re倍tW 250250250250250 
_. O.016A. E.
No'26照 臆 鶉 蜻 靴
,1。 右 古 、1。古
♂4609側 反  磨 一 一 + + +
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            第   8  表
   家兎N…53・2・1・・  吸入後・・目(1311V) 審 羅 黙
婁篇郷 購雛 ∵ 習 ⊥。,
 摂                         600) SS毒 素 稀rV倍 数25025・250250250・ 鉱
013A. E.
No' 27照 抗藤 馳 清靴 諭一 応
,1。 翫,1。
δ42q・ 側 反 閥 一 一 一+・
            第   9  爽
   家兎N・ ・53199・・  吸入後・日目(14/1V)滲 雛 黙
扉 菱諜礫 賢7習 し、
 倶                         600) Va毒 素 稀 繹 倍 鍛250250250250250 
_0.007 A. E.
No' 28照 雛 輻 蜻 靴
,1一 右,1。8,。 応
の4109側 反  磨 _ _ _ + +
            第   10  表
   家兎N・ ・53198・・ 、吸入後・日目(15!IV)猟繰 岩
            第   11  表
   家兎N…53・2・…  吸入後・・目(1611V)「 無 糠 擾
as検 葉諜 蕪 叢 讃2;0210290響
霧 側 反 慮 一+・++、1。 ・・
 ) 封 毒 素 稀 繹 倍 撒 250 250 250 250 250 =0.003 A. E.
No' 30照 抗毒素馳 清靴
,1。 論 ゐ 、1、,1。
8 4209側 反  慮 一 一 一 + +
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 上記第1表 よ り第11表 迄 は第1組(1000軍 位 吸入)の 家 兎No.53に 吸 入を施行 しず二る後 「ア
ンチ トキ シン」 の家 兎血 中に出現 してlfiぎ失 す る迄の實験成績 を示 す もので, No.54, No.91,
No.64, No,63も 之 れ と同様 に して測 定 し1こので以 下各tの 測 定表 は省略 し,そ の結 果 のみ を
一括 して表 示 す る と第12表 とな る.
             第12表 第1組(1000軍 位吸 入)






 第2組,4頭 の家 兎No,80, No・81, No. 82, No. 83.に それ ぞれ500軍 位(1 .O cc)1回 の吸
入を行 つ に.そ の成績 は第13表 に示す如 くで ある・
              第13表 第2組(500輩 位吸 入)
     奪難 吸灘 幅 鵠i翻1日 管1日
   
   
   
   
   
 第1群 の小 括
 1000輩 位:
 1)5例 共3時 間 目に血 中 に移行 す る「ア ンチ トキシン」を讃明 し得 叡4例 は6時 間 目に他
の1例(No.91)lrk 10時 聞 目にHl現 を認 める.
 2)4例 とも24時 聞 目に他 の1例(No.63)は 既に10時 間 日に最高 贋 に達 す るを認 める.
 3)最 高 慣持綾期 聞 は3例 は3日 ・他 は2日 と.5日 であ る・
 4)最 高債 は低 き もの でOD13 A・ E。,高 き もの で0.02 A. E,と 推 定 され る.
 5) 血中 に移行 した「ア ンチ トキ シン」の存績期聞 は6-8日 で あ る.
 500軍 位:
 D 4例 中2例 は6時 間 目よ り他 の2例 は10時 聞 目よ り血 中に 「ア ンチ トキシ ン」の獲現 を
讃 明す.
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  2)3例 は24時 間 目に最 高1質に達 し,他 の1例(No・80)で は10畦 闇F1に 跡 こ最1蒔債 を得 て
1 ゐ る.
  3)最 高債持 績期 聞 は2例 にては3日 聞 で,他 の2例 にては2日 と5FIで あ る・
  4) 最高 慣 は低 き ものでO.004・A. E.,高 きもので0013A・E・ を示 す・
  5)血 中 に移行 しナ:「ア ンチ トキ シン」の存績期聞 は5-711で あ る・
  次に第1組No.64及 び第2組No.82の 成績を曲線を以 て表はす と第14表 の如 くなる・
                                   第2浄 洋  」支一ド玄セ身手に二ffく
             第   14  表                                    
る他働冤疫
 e魂A
                                   吸入.にβくる氣道料f膜よ
           '^、                    りの吸牧歌態を皮下注射          ノ!     、、
         、〆'   ＼一一煽へ、             による吸牧駄態と比較研
        ノ                       c鰹 /   ＼
＼  究すれば前者の購 度
      /       ＼ 、  硬 に明瞭となるも・・
     /                       、・、    /                
.  、＼㌔_ 故,余 は11頭 の家兎を第
  O
    Jeq・Sehl t・ePt 2・efA 2・fi 3a 4a 5e 6a 7q 日  2群 とし之 れを4組 に分
    No・ 64(100暉 位吸入)          ち,第1組(N・.・40, N。.
    N・,82(500翠 位吸入)                                 50
,No.52)に は500軍
 位(1.O cc),第2組(No.13, No,15, No.44)に は300輩 位(0,6 cc),第3組(No 50・.No.62)に
 は30輩 位(10ccに 含有 せ しむ),第4組(No・59, No,60・No. 61)に は10軍 位(LO ccに 含 有
 せ しむ)の 皮下注射 を行 ひ,注 射後第15-18表 に示 す如 く順次 経過 を追 つて血lltの 抗毒 素儂 を
 測定 しすこ,
               第15表 第1組(500箪 位 皮下注射)
      籐性噛1習瓢 漏 管憩讐瓢 日1日1日1日旨
    熱ili総iliili;ililliii{iil;iilliii灘i;1:1:lll-
              1第16表 第2組(300軍 位皮下注射)
       膝瞬 …注蔽1職 晋縣 日瓢 日1日1日
     融鷹lil躍1;ilillii;llil聡1糊ilii!鰍: 1_
                      (37)
             「ヂフテリア」の他働免疫に關する實瞼的硫究
              第17表 第3組(30軍 位皮下注射)
憲嚢一 注智1響瓢 撫 舗管熱 日1日1日瓢 日1日
             第18表 第4組(10箪 位皮下注射)
    奪嚢一 聴 諜 螺 旨1日1日1日1日1㍗1日
  
    
    
 第2群 の小括
 以上4組 の500箪 位,300軍 位,30軍 位,10軍 位の皮下注 射 の揚合 を槻察 す るに,
 D 500軍 位 及び300輩 位の皮下注射 に於 ては「ア ンチ トキ シン」は多 くは1時 間 目 よ り,30
輩位 に ては3時 聞 目よ り,10箪 位 にては6時 聞 口よ り血 中に獲 現 す るを認 め る・
 2)最 高 贋持績期 聞 は注射箪 位の大小 に飴 り關 係な く,何 れ も略2日 乃 至4日 で あ る.
 3)最 高1質は500軍 位 にあつて はL28 A. E,300箪 位 に於 て は0.64 A. E,30軍 位 にては
0.08-0.13A.E.,叉!0箪位にて はO.013-e.016A.E.を 示 す.
 4)冤 疫 燈の存績 期聞は注射 軍位 の大 な る程長 く,500軍 位 にては11-15日,300軍 位 にて
は7-13日,30軍 位 にては8-9日,10軍 位 にては6-8日 であ る.
       第 19 表    上記4組 の皮下注射の中第3組 のNo・62及 び第4組 のNo・ 60の





  吸牧 されて血
  ち 「ヂフテリ
ウ じ
  否かを先づ槍
灘 「t]・ テ リ
  N・・60(10胃置亡立.i-1…身'i)"● ・          ア」血清の1000軍 位 及 び500軍 位 の2種 類 の
吸 入を施行 せ しが,何 れ も他働 冤疫 の成立 す る事 を確 めたので,更 に詳 し くその吸牧歌 態 に就
                    (38)
            「ヂフテリア」の他働免疫に關する實験的研究
て追 求 した.即 ち家 兎の氣道 に吸入 された「ア ンチ トキ シン」が粘 膜 を通 過 して血 中 に移 行 し,
之 れが レー メル氏皮膚 反慮 を以て談 明せ られ る時聞 は1000軍 位 の吸 入では多 く6時 間 を要 す
る も,500軍 位 に於 ては6-10時 聞 を要 す るもの5如 くで あ る・而 して24時 聞 を経 過 す る と・
どの例 に於 て も既 に最高 債 に逮 して ゐるが,往 々速 きは10時 間 に して最 高 となれ る例(No・ 63・
No.80)も 存 す.之 れ に依 り最高債 を獲得 す るのは10時 聞乃至24時 聞 の聞 と推定 され るが・そ
の精細 な時間 に就 ては遺 憾 なが ら追求 しなか つた・
 最 高債持績期 聞 には多少 の差異 は認 めるが準均3日 聞 の様 であ る.叉 血 中に移 行 した 「ア ン
チ トキ シン」の存績 期問 は1000輩 位 に於 ては6-8日,500軍 位 に於 ては5-7日 の様 で あ る・
最 高債は吸入量 に關 係す る もの 、如 くであ るが,一 定量 の吸 入に於 て も多少の動 揺 あ るを冤 れ
す,500輩 位 の吸 入 にてはO.004-O.Ol3 A. E.で,1000 ga位 に於 ては0・013-0・02 A・ E・ と推 定
され る.前 記 の如dOOO軍 位 の吸 入は500箪 位 の それ に比 して吸牧 程度 が高 い.今1000軍 位
の吸 入 を500,300,30,10輩 位 の4種 類の皮下注射 と比較 せ ん に,最 高 債持績 期聞並 に最高債 に
達 する迄 に要 する時闇 には除 り差異 は認 め られないが,「 ア ンチ トキ シン」の血 中に磯見 す るに
要 す る時聞 は皮下注 射500輩 位,300軍 位 の多 くは1時 澗 日,30軍 位皮下 注射 の3時 聞 目よ り
獲 現す るに反 し,1000軍 位 の吸入 に於 て は10輩 位皮下注 射の如 く6時 聞 日に漸 く獲現 を來 す・
叉正旺中 に「ア ンチ トキシ ン」の存績 す る期 聞 も500軍 位,300軍 位 の皮下注射 よ り短か くて・IO
軍位注射 の6-8rlに 合致 す.最 高 贋は皮下注射500輩 位 の1。28A・E,300輩 位 の0・64 A・E,
30軍 位 のO.08-O.13A. E.等 よ り遙 に低 く,10軍 位注 射のO・013-O・016 A・ E・ にll各一致 す る・
換言 すれば1000軍 位の吸 入 に よる吸牧妖態 は500,300,30軍 位 の皮下注 射 よ り遙 に不良 で,10
軍位 の皮下注射 の吸牧歌 態 に一致す るこ とが認 め られ る・
 爾吸入 に於 て家兎 の艦 重 には著憂 な く,経 過riIの 増 減 は略 皮下注射 の それ に類似 す・
  V結    論
 予 は 「ヂ フテ リア・ア ンチ トキシン」の家兎氣道粘膜 よ りの吸牧如何 を楡索 せんが爲 め,液 罵
「ヂ フテ リア」血 清の1000軍 位及び500軍 位 を家 兎鼻 孔 よ り吸入せ しめ,血 中の抗毒素 債 を経
過 を追 って レー メル氏 皮膚反慮 に準腺 して測定 し,爾 之 れ を同血清 の皮 下注射 に よる吸牧 歌態
とも比較 研究 して次 の如 き結 論 を得 た.
 1) 1000 ee位 或 は500軍 位何 れの吸入 に於 て も,「アンチ トキ シン」は家兎血 中に移行 す るを
認 め る・帥 ち何 れの揚 合 に於て も経氣道的 に他働冤疫 が成立 す る.
 2) 1000軍 位の吸 入 に於 ては多 く6時 聞 目よ り「ア ンチ トキ シン」の血 中に移行 す るを認 め,
500軍 位 の吸 入に於 ては6-10時 間 を要 する様 であ る.
 3)何 れ の吸 入に於て も多 くは24時 間 に して既 に最 高贋 に達 し,最 高 慣持績期聞 は不 均3日
聞であ る.
                   (39)
                      「ヂ ブ デ リ ァ」の 他 働 免 疫 に 關 す る實 験 的 班 究
  4)最 高 償 は 吸 入 量 に 關 係 す る も の5如 く,1000 eq位 吸 入 の 敷 債 上 昇 の 程 度 は500軍 位 の そ
れ よ り も 一 般 に 高 位 で あ る ・
  5) 「ア ン チ ト キ シ ン 」の 血 中 存 績 期 闇 は1000軍 位 の 吸 入 に 於 て は500箪 位 の そ れ よ り も 梢,
長 い 様 で あ る.
  6)氣 道 粘 膜 よ り の 「ヂ フ テ リ ア ・ア ン チ ト キ シ ン 」の 吸 牧 程 度 は 良 好 と は 構 し 難 く,1000軍
位 の 吸 入 に よ る 吸 牧 欺 態 は10.軍 位 の 皮 下 注 射 の そ れ に 略 一 致 す る ・
 欄 筆 に 臨 み 御 懇 篤 な る御 指 導 と御 校 閲 を 賜 は りた る 恩 師 松 本 敏 授 に 深 謝 す ・
 爾 毒 素 の 分 譲 を 賜 は り た る 東 京 醇 染 病 研 究 所 の 御 好 意 に 感 謝 す ・
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